
未
来
広
げ
る
機
会
を
創
造

Ｊ
Ｔ
Ｂ

教
育
旅
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
新
規
事
業

電
通
デ
ジ
タ
ル
と

持
続
可
能
な
観
光
地

Ｊ
Ｔ
Ｂ

売上高、４期ぶりに１兆円超え
ＪＴＢグループ年度連結決算

国
内
・
訪
日
旅
行
が
回
復

（２２）第３２２３号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）６月３日（月曜日）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
５
月

日
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
新
規
事
業
「
Ｕ
ｎ
ｉ

Ｔ
ｒ
ｉ
～
ゆ
に
と
り
～
Ｔ

Ｍ
」
の
実
証
実
験
を
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
共
に
６
月
か
ら

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
疾

患
、
障
害
の
あ
る
人
や
家
族

の
快
適
な
旅
、
健
や
か
に
過

ご
せ
る
生
活
を
支
援
す
る
事

業
。
す
べ
て
の
人
に
平
等
な

旅
と
健
康
を
届
け
、
心
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

疾
患
や
障
害
の
あ
る
人
の

中
に
は
、
旅
行
に
行
き
た
く

て
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
、
ま
た
、
行
く
こ
と
は
で

き
て
も
不
便
を
感
じ
て
い
た

り
、
行
動
制
限
を
し
て
い
た

り
す
る
人
が
多
く
存
在
す

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
の
世
の
中
に
あ
ふ

れ
る
情
報
の
中
か
ら
、
適
切

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ず
、悩
み
続
け
る
人
も
多
い
。

同
事
業
で
は
、
従
来
の
旅

行
プ
ラ
ン
の
造
成
で
は
な

く
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共

に
旅
行
環
境
整
備
、
滞
在
支

援
、
旅
行
前
の
情
報
提
供
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
旅
に
課

題
を
持
つ
人
で
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
。
患
者
、
障
害
者
、
家
族

同
士
が
気
軽
に
投
稿
、
情
報

交
換
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
（
ア
プ
リ
）
も
提
供
し
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
へ
貢
献
す
る
。

第
１
弾
の
取
り
組
み
と
し

て
ア
ト
ピ
ー
患
者
、
家
族
向

け
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ア
プ
リ
や
、
宿
泊

先
で
の
ア
ト
ピ
ー
患
者
向
け

の
サ
ン
プ
ル
商
品
の
提
供
な

ど
を
行
う
。

決算発表会見を行う山北社長

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
５
月

日
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
２
０
２
３
年

度
（

年
４
月
～

年
３
月
）
連
結
決
算
を
発
表
し
た
。

売
上
高
は
前
年
度
比

・
５
％
増
の
１
兆
８
０
９
億
５
千

万
円
と
、
回
復
し
て
き
た
国
内
旅
行
と
訪
日
旅
行
の
需
要

を
確
実
に
吸
収
し
、

年
度
以
来
、
４
期
ぶ
り
に
１
兆
円

を
超
え
た
。
営
業
利
益
は
同

・
９
％
減
の
２
４
９
億
４

１
０
０
万
円
、
経
常
利
益
は
同

・
３
％
減
の
２
８
８
億

９
９
０
０
万
円
、
当
期
純
利
益
は

・
９
％
減
の
１
８
３

億
１
６
０
０
万
円
と
黒
字
を
確
保
。
山
北
栄
二
郎
社
長
は

「

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
守
り
か
ら
攻
め
へ
の
フ

ェ
ー
ズ
に
移
行
す
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
や
人
へ
の

投
資
、
成
長
投
資
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
攻
め
の
減
益
で

あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

連
結
対
象
会
社
数
は
国
内


社
、
海
外

社
、
持
分
法

適
用
会
社

社
の
計
１
１
４

社
（

年
３
月
末
現
在
）
。

従
業
員
数
は
１
万
８
９
９
３

人
（
同
）
。

山
北
社
長
は
「
昨
年
５
月

に
実
施
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
５
類
感
染
症
へ
の

移
行
を
機
に
国
内
旅
行
や
訪

日
旅
行
は
大
き
な
回
復
と
な

っ
た
。
円
安
や
イ
ン
フ
レ
、

不
安
定
な
国
際
情
勢
な
ど
の

影
響
に
よ
っ
て
海
外
旅
行
は

十
分
な
回
復
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
企
業
イ
ベ
ン
ト
や
出

張
の
需
要
拡
大
を
捕
捉
。
ま

た
、
日
本
を
除
く
第
３
国
間

の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
も
大
き

く
回
復
し
、
４
期
ぶ
り
に
売

上
高
１
兆
円
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
説
明
し
た
。

各
旅
行
セ
グ
メ
ン
ト
の
売

上
総
利
益
の
推
移
を
見
る

と
、
国
内
旅
行
は
昨
年
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
移
行
を

受
け
、
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に

回
復
。
地
域
活
性
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
日
本
の
旬
」
は
、

「
北
海
道
」
と
「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
テ

ー
マ
に
実
施
し
た
。

海
外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な

い
が
、
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ

る
海
外
旅
行
需
要
を
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
で
補
足
し
、
前
期

比
で
は
大
幅
増
収
。
訪
日
旅

行
は
前
期
比
で
大
幅
増
収
と

な
っ
た
。

事
業
・
領
域
別
の
業
績
を

前
期
と
比
較
す
る
と
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
や
エ
リ
ア
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
グ
ロ
ー

バ
ル
領
域
は
増
収
だ
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
減
少
し
た
た
め
減
収

と
な
っ
た
。


年
３
月
期
の
連
結
業
績

予
想
は
、
売
上
高
で
前
期
比

７
・
５
％
増
の
１
兆
１
６
２

０
億
円
、
営
業
利
益
で

・

５
％
減
の
１
１
６
億
円
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
５
月
８
日
、
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｙ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
広

島
県
広
島
市
）
な
ど
９
法
人

と
共
同
で
、
修
学
旅
行
な
ど

の
教
育
旅
行
を
通
じ
て
中
高

生
が
多
様
な
価
値
観
に
出
会

い
、
自
分
の
価
値
観
や
生
き

方
を
見
い
だ
し
、
未
来
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
く
機
会
を

創
り
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｍ
Ｙ

Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

～
私
の
Ｗ
ｅ
ｌ

ｌ

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
に
出
逢
う

旅
～
」
を
始
動
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
が
共
に
学
び
あ
い
、
成

長
し
、
一
人
一
人
の
Ｗ
ｅ
ｌ

ｌ

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
が
他
者
や

地
域
社
会
へ
派
生
、
循
環
す

る
平
和
で
心
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｖ（
リ
ブ
）」は
、

「
人
生
」「
存
在
」
を
意
味
す

る
デ
ン
マ
ー
ク
語
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、①「
出
逢
い
」

が
あ
る
旅
②
「
対
話
」
で
深

ま
る
旅
③
「
問
い
」
が
生
ま

れ
る
旅
、
の
三
つ
を
大
切
に

し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら

し
さ
や
自
身
の
価
値
観
と
向

き
あ
う
機
会
を
提
供
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
弾
と

し
て
、
全
国
の
中
学
校
、
高

等
学
校
に
向
け
「
観
光
人
ク

エ
ス
ト
」
「
ピ
ー
ス
ダ
イ
ア

ロ
グ
」
の
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
た
。

よ
り
良
い
未
来
を
創
る
た

め
に
本
質
的
な
モ
ノ
や
コ
ト

に
光
を
当
て
、
自
ら
も
光
り

輝
く
よ
う
に
活
動
し
て
い
る

人
を
「
観
光
人
」
と
名
付
け

た
。
「
観
光
」
の
語
源
が
本

質
や
本
物
を
観
る
こ
と
で
あ

る
こ
と
に
由
来
。
観
光
人
ク

エ
ス
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が

旅
を
通
し
て
そ
の
地
な
ら
で

は
の
観
光
人
と
出
会
い
、
そ

の
人
の
人
生
や
価
値
観
に
触

れ
て
コ
コ
ロ
が
動
き
、
自
身

の
あ
り
方
を
探
求
す
る
よ
う

に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ピ
ー
ス
ダ
イ
ア
ロ
グ
は
、

平
和
活
動
を
行
う
若
者
と
語

り
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
自
ら
が
「
自
分
に
と
っ
て

の
平
和
」
に
つ
い
て
主
体
的

に
考
え
て
い
く
対
話
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
子
ど
も
た
ち
と
平

和
に
つ
い
て
共
に
学
び
合

う
、
平
和
活
動
を
行
う
若
者

「
ピ
ー
ス
バ
デ
ィ
」
が
、
答

え
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
重
視
し
、
未
来
へ
の
希

望
と
自
己
肯
定
感
を
育
む
機

会
を
提
供
す
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
電
通
デ
ジ
タ

ル
（
東
京
都
港
区
）
と
、
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

支
援
に
お
い
て
協
業
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
、
と
５
月


日
に
発
表
し
た
。

地
域
の
観
光
課
題
に
対

し
、
電
通
デ
ジ
タ
ル
の
企
業

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
変
革
支
援

に
特
化
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
生
成
Ａ

Ｉ
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し

た
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
体
験
に

対
す
る
専
門
性
と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
の

課
題
を
解
決
す
る
知
見
や
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の

実
績
を
掛
け
合
わ
せ
、
地
域

の
体
験
価
値
向
上
と
持
続
可

能
な
経
済
社
会
の
実
現
を
支

援
す
る
。

全
国
各
地
域
の
自
治
体
や

地
域
の
観
光
関
連
事
業
者
を

対
象
に
、
複
数
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
関
係
す
る
各
地

域
の
事
情
に
沿
っ
た
適
切
な

戦
略
を
構
築
。具
体
的
に
は
、

①
自
地
域
の
課
題
を
客
観
的

に
把
握
し
た
う
え
で
、
②
地

域
ご
と
に
対
応
し
た
最
適
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構

築
し
、
③
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
を
実
現
す
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、

と
い
っ
た
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

で
構
成
さ
れ
た
伴
走
型
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。

今
後
も
両
社
は
、
観
光
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
変
革
支
援
に

お
い
て
、
観
光
Ｄ
Ｘ
や
旅
行

者
の
体
験
向
上
な
ど
の
達
成

に
向
け
た
戦
略
、
実
装
、
運

用
、
そ
し
て
地
域
の
自
走
化

ま
で
統
合
的
に
伴
走
す
る
こ

と
で
、
自
治
体
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

観
光
関
連
事
業
者
の
成
長
を

通
じ
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献

し
て
い
く
。

◎
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
６
月
１
日
付
人
事
異

動
に
伴
う
も
の
。
正
式
に
は

各
社
の
株
主
総
会
、
取
締
役

会
な
ど
で
決
定
の
運
び
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
取
締
役
兼
執

行
役
員
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
執
行
役
員
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長
）

島
村
直
樹

６
月
末
日

退
任
＝
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
取
締

役
・
古
野
浩
樹




